
では、どうすればいいのでし

ょうか？。たとえ20％といえど

も、分からないことを放ってお

くことは芳しいことではありま

せん。国家試験合格のためには、

この20％にもしっかりとした対

処が必要なのは、言うまでもな

いことです。そう、せっかく見

つけた分からない20％の、１つ

ひとつに対処していけばよいだ

けの話なのです。大騒ぎせずに、

焦らずに。

私はこの時期に「何をやれば

……」とやってくる学生さんに、

必ずこう伝えています。「目の

前にある、やらなければならな

いことを１つひとつやっていっ

てください」と。これが、今の

時期にやらなければいけない、

そして最も基本的な勉強方法な

のです。覚えていないことがあ

ったら、覚えてください。分か

らないことを見つけたら、調べ

たり質問したりして理解してく

ださい。一気にじゃなくていい

です。20％の中の目についた１

つひとつでいいんです。今、目の前にある１

つひとつの課題を片付けていってください。

これが〝今の時期に行う一番よい勉強方法〟

です。１つひとつ確実に進むこと、これが合

格へと近づく一番よい方法なのです。

「１つひとつやっていったら、終わらない

んじゃないかな」「１つひとつだなんて、終

わるかどうか不安です」という方はたくさん

いると思います。終わらないことが不安……。

では、質問しますが、国家試験対策において

何が終わりなのですか？。どういう状況にな

ったら、国家試験対策終了となるのですか？。

「そんなの分からないですよ」。そう、それが

正解！誰にも分かるわけがないんですよ。だ

って終わりなんてないんですから！。

試験対策に「ここまでやったら終わり」な

んてものはないのです。国家試験でも大学の

入試でも「ここまでやれば絶対合格する」な

んてラインを聞いたことありますか？。ない

でしょ？。そんなものあるわけないんです。

それこそ後から後から、やらなければならな

いことなんか、無尽に出てきます。言い換え

るなら、「今あなたの分かっていない○％」は、

その％を限りなく減らすことはできても、決

して「０％になることのない○％」なのです。

だからこそ、皆さんがやらなければならな

いことは、「ここまでやれば大丈夫」とか

「分からないことは０％」などという偽りの

安心感を得ることではなく、「より確実に合

格するために、分からないことを１つひとつ

潰していき、１点でも多く取ること」なので

す。

成績の芳しくない学生さんに限ってライン

を引きます。「こんなもんだろ

う」とか「これくらいやって

おけばいいだろう」と。ひど

い学生さんは「衛生はこんな

もんで終わりだから、他の科

目を……」なんて科目を終わ

らせてしまいます（もちろん

終わってなんかはいません。

単に自己完結しただけなので

すが）

しかし、成績のよい学生さ

んは決してラインを引きませ

ん。ラインなんか引かずに、

終わりなく勉強していきます。

常に「コレも覚えなきゃ、ア

レもやらなければ」と、やる

べきことを処理していきます。

次から次へとやるべきことを見つけ出して

は、それに対処して前に進んでいきます。覚

えていないことを１つ見つけては覚えて一歩

前へ、分からないことを１つ見つけては理解

して一歩前へ。そうやって一歩一歩前に進み、

１点１点確実に取っていっているのです。

「目の前にある取れるべき１点を取るために

できる限りのことをする」。これが試験対策

における基本中の基本であり、そして試験が

近くなるにつれて重きを増してくる勉強方法

だということを、肝に銘じておいてください。
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年が明けて学生さんたちの相談を受けていると「今まで勉強してきた

のに、分からないことばかり！」なんてことをよく耳にします。こうい

う相談を受けても、学習状況が特別悪い学生さんでない限り、私はそん

なに困った顔はしません（もちろん本当に困った顔にさせてくれる学生

さんもいますが）。なぜなら「ある程度知識がついてくると『覚えてい

ること』よりも『覚えていないこと』に目が向くようになる」からなん

です。では、分かりやすく説明するために、仮に国家試験内容の80％の

知識が付いているとしましょう。それほどの知識が付くと〝覚えていな

い・分からない20％の部分〟にどうしても目がいってしまうようになる

ということです。実はこれは一概に悪いことでもないのです。なぜなら

「できあがったところと対比して、できないところを探し出し、完成さ

せていく」ということは、人間の防御本能の１つだからです（そうやっ

て守りを固めて生き抜いてきたわけですから）。ですから、ある程度知

識が付いてくると、覚えていないところや分かっていないところが気に

なるのは当たり前のことなのです。裏を返せば「覚えていないところや、

分かっていないところが気になり始めるのは、ある程度知識が付いてき

ている証拠」なのです（もちろん、知識がなさすぎて気になる場合もあ

りますが……）。ですから、これをうまく利用して、学力の不十分なと

ころを補足していくのが、有効な勉強法ということになります。

皆さんは薬剤師になることを夢見て薬学の

道を選んだことと思います。その夢の実現ま

で、もう少しのところにいます。

ゲーテは言っています。「目標に近づくほ

ど、困難は増大する」と。そう、皆さんは今

一番大変な時期なのです。あなただけが、き

ついのではありません。誰も彼もが例外なく、

この時期はきついといいます。

しかし、先輩薬剤師たちは、皆、これを乗

り切ってきたのです。これを乗り切れば、夢

はかないます。あともう少しです。がんばっ

てください！
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薬塾職員一同、皆さんの合格を心よりお祈

りいたします！

「夢見ることができれば、それは実現

できるのです。いつだって忘れないでい

てほしい‐何もかも、すべては一匹のネ

ズミから始まったということを」

ウォルト・ディズニー




